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小
郡
駐
屯
地
音
楽
隊
は
、
令
和
５
年
８
月

１
日
、
第
３
０
５
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
か
ら
第

９
施
設
群
へ
編
成
替
え
し
ま
し
た
。

音
楽
隊
は
、
１
９
６
６
年
４
月
１
日
に
発

足
し
、
今
年
で
57
年
を
迎
え
ま
す
。
３
年
後

の
２
０
２
６
年
に
は
還
暦
を
迎
え
、
半
世
紀

を
超
え
る
歴
史
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

小
郡
駐
屯
地
が
こ
れ
ま
で
地
域
と
と
も
に

歩
ん
で
き
た
70
年
の
歴
史
に
お
い
て
、
地
域

と
非
常
に
近
い
関
係
、
良
好
な
関
係
が
築
け

た
の
は
小
郡
駐
屯
地
音
楽
隊
の
役
割
が
非
常

に
大
き
い
も
の
で
し
た
。

小
郡
駐
屯
地
音
楽
隊
を
迎
え
る
第
９
施
設

群
長
は
「
駐
屯
地
音
楽
隊
を
駐
屯
地
の
宝
物

と
し
て
育
成
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
地

域
と
と
も
に
を
モ
ッ
ト
ー
に
各
種
行
政
支
援
、

広
報
活
動
等
、
一
層
従
事
し
て
ま
い
り
ま
す
」

と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

今
年
の
12
月
10
日
に
小
郡
駐
屯
地
は
創
設

70
周
年
を
迎
え
ま
す
。
当
日
は
第
23
回
ふ
れ

あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
、
音
楽
を
通
じ

て
引
き
続
き
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
駐
屯
地

を
築
い
て
い
き
ま
す
。

団
は
、
飯
塚
駐
屯
地
及
び
小
郡

駐
屯
地
に
お
い
て
、
７
月
か
ら
９

月
の
約
３
ヶ
月
間
、
新
隊
員
後
期

教
育
を
行
い
ま
し
た
。

本
教
育
で
は
、施
設
科
の
知
識
及
び

基
礎
的
な
技
術
で
あ
る
施
設
基
礎
作
業

（
土
工
、木
工
、植
杭
、連
結
、重
材
料

の
取
扱
い
、漕
舟
、爆
破
等
）を
学
び

ま
し
た
。新
隊
員
は
、こ
の
期
間
で
任

務
遂
行
上
必
要
と
な
る
施
設
基
礎
作
業

を
身
に
つ
け
ま
し
た
。

部
隊
配
属
後
は
先
輩
隊
員
か
ら
、

よ
り
深
い
知
識
、
よ
り
高
い
技
術
を

学
び
つ
つ
、
我
が
国
の
防
衛
、
災

害
派
遣
及
び
国
際
平
和
協
力
活
動

に
お
い
て
活
躍
し
て
い
き
ま
す
。

第９施設群長決意表明

駐屯地音楽隊集合写真

重材料の取扱い

木工作業（おのによる木材の切削） 漕舟（そうしゅう）訓練 結び綱を使用した連結

第１回ふれあいコンサート
（２０００．３．１２）

駐屯地音楽隊発足
（１９６６．４．１）

小郡駐屯地音楽隊
（２０００．３．１２）（１９６６．４．１）

小郡駐屯地音楽隊小郡駐屯地音楽隊小郡駐屯地音楽隊小郡駐屯地音楽隊小郡駐屯地音楽隊小郡駐屯地音楽隊小郡駐屯地音楽隊小郡駐屯地音楽隊小郡駐屯地音楽隊小郡駐屯地音楽隊小郡駐屯地音楽隊小郡駐屯地音楽隊小郡駐屯地音楽隊小郡駐屯地音楽隊小郡駐屯地音楽隊小郡駐屯地音楽隊小郡駐屯地音楽隊小郡駐屯地音楽隊小郡駐屯地音楽隊
を第９施設群へ編成替え

１
日
、
第
３
０
５
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
か
ら
第

９
施
設
群
へ
編
成
替
え
し
ま
し
た
。

足
し
、
今
年
で

の
２
０
２
６
年
に
は
還
暦
を
迎
え
、
半
世
紀

を
超
え
る
歴
史
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

歩
ん
で
き
た

と
非
常
に
近
い
関
係
、
良
好
な
関
係
が
築
け

た
の
は
小
郡
駐
屯
地
音
楽
隊
の
役
割
が
非
常

に
大
き
い
も
の
で
し
た
。

群
長
は
「
駐
屯
地
音
楽
隊
を
駐
屯
地
の
宝
物

と
し
て
育
成
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
地

域
と
と
も
に
を
モ
ッ
ト
ー
に
各
種
行
政
支
援
、

広
報
活
動
等
、
一
層
従
事
し
て
ま
い
り
ま
す
」

と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

70あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
、
音
楽
を
通
じ

て
引
き
続
き
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
駐
屯
地

を
築
い
て
い
き
ま
す
。

を第９施設群へ編成替えを第９施設群へ編成替えを第９施設群へ編成替えを第９施設群へ編成替えを第９施設群へ編成替えを第９施設群へ編成替えを第９施設群へ編成替えを第９施設群へ編成替えを第９施設群へ編成替えを第９施設群へ編成替えを第９施設群へ編成替えを第９施設群へ編成替えを第９施設群へ編成替えを第９施設群へ編成替えを第９施設群へ編成替えを第９施設群へ編成替えを第９施設群へ編成替えを第９施設群へ編成替えを第９施設群へ編成替え

力強く、一歩前へ
！

知識と技術を身
につけて、グング

ン成長！新隊員後期教育
を実施
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社会医療法人シマダ

レーブ・ド・ベベ
〒８３８-０１０５  福岡県小郡市横隈１５７１－１　  営業時間9:30～19：00
電話：0942-75-2020

※防衛共済組合小郡支部指定店
現職家族、OB家族（割引制度あります）

福岡葬祭連組合会員
（小郡葬祭使用斎場）

年中無休
24時間営業

小郡市小郡自衛隊正門前　TEL.73-0344　FAX.73-0102
ホームページ  ogo r i s o u s a i . c om

●大原斎場　　●天国社斎場（姪の浜、油山、春日、田村）
●小郡河北苑　●太宰府聚光院
●福津市斎場　●福岡南区・城南区・今宿斎場

㈱小郡葬祭

小郡河北苑斎場

（家・土地・マンション）

小郡市小板井508-3（七夕通り） 　定休日：毎週水曜日

（家・土地・マンション）

◆不動産で収入を得たい！
◆未利用の土地・建物をどうにかしたい！

0942-23-9958 まで!

RE
AL PARTNER

は

版
ど
い

第
５
施
設
団
は
、
令
和
５

年
７
月
２
日
か
ら
７
月
７
日

の
間
、
日
出
生
台
演
習
場
に

お
い
て
第
１
次
団
訓
練
検
閲

を
、
同
年
８
月
26
日
か
ら
８

月
31
日
の
間
、
霧
島
演
習
場

に
お
い
て
第
２
次
団
訓
練
検

閲
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
訓
練
検
閲
は
、
団
隷
下

部
隊
で
あ
る
第
２
施
設
群
、

第
１
０
３
施
設
器
材
隊
、
第

３
０
５
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
の

任
務
遂
行
能
力
を
評
価
し
、

特
に
西
部
方
面
隊
の
任
務
の

一
つ
で
あ
る
離
島
対
処
に
関

す
る
能
力
の
更
な
る
進
歩
向

上
を
図
る
た
め
実
施
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
は
、

被
支
援
部
隊
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
施
設
支
援
及
び
技
術
指

導
、
破
壊
さ
れ
た
滑
走
路
の

応
急
復
旧
作
業
、
抑
止
・
抑

制
に
資
す
る
汀
線
部
障
害
構

成
及
び
対
空
挺
障
害
構
成
等

を
実
施
し
、
統
合
・
共
同
作

戦
環
境
下
に
お
け
る
南
西
防

衛
に
係
る
各
種
支
援
任
務
を

完
遂
し
ま
し
た
。

第
２
次
団
訓
練
検
閲
に
、

第
２
施
設
群
第
３
６
７
施
設

中
隊
長
と
し
て
参
加
し
た
梅

井
１
尉
は
「
本
訓
練
検
閲
に

お
い
て
は
、
部
隊
が
生
き
残

り
・
戦
い
抜
く
た
め
、
施
設

中
隊
長
と
し
て
部
隊
防
護
確

保
の
観
点
か
ら
、
積
極
的
に

意
見
提
供
や
指
導
・
助
言
等

を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の

成
果
を
良
く
分
析
・
評
価
し

て
教
訓
事
項
を
案
出
し
、
今

後
も
上
級
部
隊
の
作
戦
に
貢

献
が
出
来
る
よ
う
に
精
進
し

ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

器
材
隊
長
を
拝
命
し

て
早
や
１
年
経
過
し
、

こ
の
小
郡
駐
屯
地
で
勤

務
し
て
い
る
今
年
の
８

月
に
祖
母
が
１
０
０
歳

を
迎
え
、
大
分
で
の
お

祝
い
に
も
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
大

正
・
昭
和
・
平
成
・
令

和
の
激
動
の
時
代
を
生

き
抜
い
た
祖
母
と
高
校

ま
で
生
活
を
共
に
し
、

日
々
躾
け
ら
れ
て
い
た

こ
と
は
、
私
の
人
間
形

成
に
大
き
く
影
響
を
与

え
今
に
至
る
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
小
郡
駐
屯

地
は
70
周
年
、
器
材
隊

は
50
周
年
を
迎
え
ま

す
。
隊
員
は
昭
和
・
平

成
生
ま
れ
で
あ
る
も
の

の
、
平
成
・
令
和
の
時

代
に
自
衛
隊
へ
入
隊
し

た
隊
員
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
平
成
・

令
和
の
時
代
は
、
価
値

観
の
変
化
が
大
き
く
、

ま
た
多
様
性
社
会
で

す
。
様
々
な
職
業
選
択

が
あ
る
中
に
お
い
て
自

衛
隊
を
選
択
し
、
こ
の

今
と
い
う
時
間
を
同
じ

使
命
に
向
か
っ
て
勤
務

す
る
隊
員
に
感
服
す
る

ば
か
り
で
す
。

私
が
職
務
を
行
う
に

あ
た
り
、
常
々
「
部
隊

は
生
き
物
で
あ
る
」
と

い
う
こ
と
を
意
識
し
て

い
る
も
の
の
、
様
々
な

場
面
で
部
隊
の
育
て
方

の
難
し
さ
を
痛
感
さ
せ

ら
れ
ま
す
。
隊
員
個
々

の
性
格
、
生
い
立
ち
、

そ
し
て
家
庭
環
境
な
ど

千
差
万
別
で
あ
り
、
幸

せ
の
質
も
年
代
に
よ
っ

て
変
化
す
る
こ
と
か
ら
、

隊
員
相
互
に
よ
る
尊
重

の
も
と
、
心
身
の
バ
ラ

ン
ス
を
保
ち
、
誰
一
人

欠
け
る
こ
と
な
く
全
隊

員
一
丸
と
な
っ
て
あ
ら

ゆ
る
任
務
に
ま
い
進
で

き
る
健
全
な
部
隊
の
育

成
が
私
に
課
せ
ら
れ
て

い
る
責
務
と
捉
え
て
い

ま
す
。

現
在
の
風
潮
と
し
て
、

世
間
的
に
格
好
い
い
と

か
、
他
人
の
価
値
観
で

人
生
を
決
め
よ
う
と
す

る
状
況
は
よ
く
な
い
と

個
人
的
に
感
じ
て
い
ま

す
。
日
本
人
の
原
点
は
、

己
の
信
じ
る
道
、
プ
ラ

イ
ド
の
た
め
な
ら
死
ね

る
と
い
う
武
士
道
で
あ

り
職
人
気
質
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
先
縁
尊
重

の
原
点
で
あ
る
親
を
大

事
に
す
る
こ
と
と
思
っ

て
い
ま
す
。
親
や
祖
先

を
遡
る
と
国
に
行
き
つ

き
ま
す
。
国
が
あ
る
こ

と
に
よ
っ
て
今
の
私
た

ち
が
生
き
て
い
ま
す
。

職
業
選
択
し
た
自
衛
隊

は
国
の
存
立
を
支
え
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
世

界
で
あ
り
、
没
頭
す
る

こ
と
で
大
き
く
成
長
で

き
る
職
業
で
す
。

全
隊
員
で
職
務
に
没

頭
し
て
部
隊
と
し
て
も

個
人
と
し
て
も
大
き
く

成
長
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

対空挺障害構成

完成した汀線部障害 汀線部障害構成 関係部隊と調整する梅井１尉（右）

ＭＧＢ架設 滑走路の応急復旧作業

第
１
次
団
訓
練
検
閲
及
び

　
第
２
次
団
訓
練
検
閲
を
実
施

第
１
０
３
施
設
器
材
隊
長

２
等
陸
佐鳥

越
宣
光
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小郡駐屯地担当

梶村  奈甫

三池支社　久留米営業部
〒830-0023 久留米市中央町38-6 久留米プラザビル2F
TEL.0942-39-3331

担当営業職員をよろしくお願い申し上げます。

中島  直子

大樹生命保険株式会社

テレビCMで話題の
ブラなび＋も「絆会」です。

九州最大級の品揃
自衛官特別優待

西日本最大の
   式場紹介システム

礼服貸出無料の特典有礼服貸出無料の特典有
県外での挙式も対応

（細部はチラシ/ポスターで）

「絆会」
株式会社「愛心」

結婚・婚約指輪専門店

0942-38-8111

0942-38-7851
YUBIWAYA

来店時は絆会の広告を見たと最初にお伝えください 自衛官と、そのご家族だけの特典、全品10～45％OFF

新車・中古車販売、各種整備、鈑金塗装

㈲ 山 下 自 動 車
駐屯地営門すぐそば！朝出して夕方持ち帰り。

１日車検・鈑金塗装・各種整備等
些細なことでもご相談ください。
ＴＥＬ 0942－72－6201
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群
は
、
第
２
次
群
野
営
（
第

４
０
１
施
設
中
隊
及
び
第
３
６

７
施
設
中
隊
訓
練
検
閲
）、
第

３
次
群
野
営
（
第
３
６
８
施
設

中
隊
、
第
３
０
４
坑
道
中
隊
、

補
給
班
及
び
衛
生
班
訓
練
検

閲
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

群
長
要
望
事
項
で
あ
る
「
務

め
を
果
た
せ
」
を
胸
に
、
受
閲

中
隊
及
び
各
班
は
そ
れ
ぞ
れ
の

練
成
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し

「
任
務
完
遂
」
更
な
る
練
度
向

上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

群
は
、
令
和
５
年
８

月
22
日
か
ら
25
日
ま
で

の
間
、
日
出
生
台
演
習

場
に
お
い
て
、
第
３
７

５
施
設
中
隊
及
び
本
部

管
理
中
隊
通
信
班
・
偵

察
班
の
島
嶼
防
衛
に
任

ず
る
旅
団
に
配
属
さ
れ

た
際
の
施
設
群
内
に
お

け
る
作
戦
行
動
に
つ
い

て
、
訓
練
検
閲
を
行
い

ま
し
た
。

連
日
の
猛
暑
の
中
、

中
隊
長
、
小
隊
長
及
び

各
班
長
を
核
心
と
し
て
、

与
え
ら
れ
た
任
務
を
完

遂
し
ま
し
た
。

群
は
、
令
和
５
年
７
月
３
日
に
令
和
５
年

度
新
隊
員
特
技
課
程
及
び
一
般
曹
候
補
生
課

程（
後
期
）の
教
育
開
始
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

26
名
の
新
隊
員
は
希
望
と
不
安
を
抱
き
つ

つ
も
、
施
設
科
隊
員
と
し
て
必
要
な
知
識
と

技
能
を
習
得
し
て
い
き
ま
す
。

第
２
施
設
群
長
は
、精
神
教
育
の
中
で
「
責

任
感
」「
規
律
」「
実
行
」「
体
力
・
気
力
」
に

つ
い
て
教
育
を
し
ま
し
た
。

暑
さ
厳
し
い
中
、「
自
衛
官
」
と
し
て
「
施

設
科
の
隊
員
」
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。
新
隊
員
達
の
更
な
る
飛
躍
を
大
い

に
期
待
致
し
ま
す
。

隊
は
、
令
和
５
年
７
月
２
日
か

ら
７
日
ま
で
の
間
、
日
出
生
台
演

習
場
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度
団

訓
練
検
閲
を
受
閲
し
ま
し
た
。

本
訓
練
検
閲
に
お
い
て
、
隊
本

部
及
び
本
部
付
隊
は
、
指
揮
所
活

動
、
給
食
な
ど
中
隊
の
活
動
に
対

す
る
支
援
を
実
施
し
、
架
橋
中
隊

及
び
特
殊
器
材
中
隊
は
Ｓ
Ｓ
Ｍ
・

中
Ｓ
Ａ
Ｍ
部
隊
の
部
隊
防
護
の
た

め
の
施
設
構
築
、
パ
ネ
ル
橋
Ｍ
Ｇ

Ｂ
の
架
設
、
滑
走
路
の
復
旧
、
砕

石
生
産
等
を
実
施
し
、
所
命
の
任

務
を
完
遂
す
る
と
と
も
に
、
任
務

遂
行
能
力
を
向
上
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
５
年
８
月
１
日
、

器
材
隊
は
創
隊50

周
年
記
念
行
事

と
し
て
記
念
の
ケ
ー
キ
カ
ッ
ト
及

び
記
念
撮
影
を
行
い
、
先
人
へ
の

敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
器
材

隊
の
更
な
る
融
和
団
結
を
図
り
ま

し
た
。

隊
は
今
後
も
全
隊
員
一
丸
と

な
っ
て
様
々
な
任
務
に
対
応
し
得

る
よ
う
、
各
種
施
設
技
術
能
力
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第３６７施設中隊長（左）梅井１尉 第４０１施設中隊、
第３６７施設中隊隊容検査

第４０１施設中隊　海江田２曹 第４０１施設中隊長　安在１尉

第２施設群長（精神教育）

団検閲講評（湯布院駐屯地）

創隊記念行事
（３号隊舎前でのケーキカット）

偽装の補備修正をする隊員

中隊一丸

新隊員後期開始式
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ダイバーの訓練展示 集合写真

通信班によるシステム通信網の構成偵察班長による偵察命令下達

通信班によるシステム通信網の構成小隊訓練（整備隊）炊事訓練
（付隊・整備隊・２中隊）

個人用防護衣脱着訓練
（付隊）

緊急登庁支援傷病者の応急処置及び後送

命令下達集結地占領から関係部隊と調整

第
３
ǌ
３
౉
੫
௩
ޮ
ෂ
隊

第
Ǒ
ૈ
ಡ
ච
Ⴈ
င
࿥
隊

第
３
ǌ
Ǒ
ʘ
ˋ
ʯ
ଠ
ᆤ
ෂ
隊

中
隊
は
、
令
和
５
年
８
月
６
日
に

家
族
支
援
（
部
隊
家
族
間
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
中
隊
の

概
況
説
明
、装
備
品
展
示
、体
験
搭
乗
、

レ
ン
ジ
ャ
ー
・
ダ
イ
バ
ー
の
訓
練
展

示
等
を
行
い
ま
し
た
。
16
家
族
54
名

の
ご
家
族
と
隊
員
合
わ
せ
て
約
１
２

０
名
規
模
の
行
事
と
な
り
、
ご
家
族

か
ら
中
隊
に
対
す
る
理
解
を
促
進
す

る
と
と
も
に
中
隊
及
び
ご
家
族
間
の

連
携
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

隊
は
、
令
和
５
年
７
月
１
日
か
ら
４

日
ま
で
の
間
、
令
和
５
年
度
通
信
班
及

び
偵
察
班
訓
練
検
閲
を
実
施
し
ま
し
た
。

同
時
期
に
実
施
さ
れ
た
令
和
５
年
度

第
１
次
団
訓
練
検
閲
の
訓
練
想
定
に
連

接
し
、
日
出
生
台
演
習
場
及
び
福
岡
県
、

大
分
県
の
生
地
に
お
い
て
検
閲
を
行
い
、

団
直
轄
班
と
な
る
通
信
班
及
び
偵
察
班

の
任
務
遂
行
能
力
を
判
定
す
る
と
と
も

に
、
じ
後
の
練
成
訓
練
の
資
を
獲
得
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
第
５
施
設
団
の
指
揮
幕
僚
活

動
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
練
成

訓
練
へ
の
参
加
及
び
隊
計
画
の
訓
練
を

通
じ
て
、
通
信
運
用
の
実
効
性
の
向
上

及
び
偵
察
活
動
に
よ
る
情
報
収
集
能
力

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

中
隊
は
、
令
和
５
年
７
月
１
日
か
ら

７
月
９
日
ま
で
の
間
、
日
出
生
台
演
習

場
に
お
い
て
、「
南
西
防
衛
に
係
る
九
州

本
土
に
お
け
る
全
般
支
援
に
任
ず
る
第

３
０
５
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
の
行
動
」
に
つ

い
て
、
５
夜
６
日
に
わ
た
る
中
隊
訓
練
検

閲
を
受
閲
し
ま
し
た
。

本
訓
練
検
閲
を
最
後
に
、
駐
屯
地
音

楽
隊
要
員
11
名
の
転
出
が
決
ま
っ
て
お

り
、
現
態
勢
に
お
け
る
最
後
の
検
閲
で

し
た
。
九
州
本
土
に
お
け
る
応
急
復
旧

支
援
地
域
の
機
動
路
整
備
支
援
及
び
南

西
地
域
に
展
開
し
、
島
嶼
守
備
部
隊
に

お
け
る
予
備
隊
と
し
て
の
広
範
多
岐
に

わ
た
る
任
務
を
音
楽
隊
要
員
と
そ
の
他

の
隊
員
が
区
別
な
く
協
同
し
て
、
一
件
の

事
故
も
な
く
任
務
を
完
遂
し
ま
し
た
。

本
訓
練
検
閲
を
通
じ
て
得
た
教
訓
を

今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
隊
員
と
成
果

を
共
有
し
、
如
何
な
る
任
務
が
付
与
さ

れ
て
も
そ
れ
を
完
遂
で
き
る
中
隊
を
引

き
続
き
、
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

隊
は
、
令
和
５
年
６
月
26
日
か
ら
30
日

の
間
、
０
５
Ｊ
Ｘ
Ｒ
訓
練
に
参
加
し
、
指

揮
所
に
お
け
る
情
報
収
集
及
び
レ
ス
ポ
ン

ス
対
応
と
し
て
訓
練
に
参
加
す
る
と
と
も

に
、
26
日
に
は
、
駐
屯
地
災
害
対
処
訓
練

に
参
加
し
、
緊
急
登
庁
し
た
隊
員
の
子
ど

も
を
預
か
る
緊
急
登
庁
支
援
、
部
隊
へ
補

給
品
（
糧
食
、
燃
料
、
水
）
の
交
付
及
び

非
常
用
発
電
機
の
運
用
等
を
実
施
し
ま
し

た
。ま

た
、
訓
練
期
間
中
、
各
種
自
隊
訓
練

を
実
施
し
て
、
各
機
能
の
練
度
向
上
を
図

り
ま
し
た
。

大
隊
は
、
令
和

５
年
７
月
10
日
か

ら
14
日
ま
で
の
間
、

第
２
回
大
隊
野
営

を
実
施
し
ま
し
た
。

小
郡
駐
屯
地
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
小
郡
訓

練
場
、
大
原
演
習

場
及
び
青
野
ヶ
原

演
習
場
に
お
い
て

各
個
訓
練
と
し
て

天
幕
構
築
、
対
特

殊
武
器
防
護
、
夜

間
に
お
け
る
対
敵

行
動
、
警
戒
施
設

の
構
築
訓
練
を
、

部
隊
訓
練
と
し
て

各
施
設
群
を
支
援

す
る
直
接
支
援
中

隊
の
行
動
に
つ
い

て
演
練
し
隊
員
の

基
礎
動
作
の
練
度

向
上
は
も
と
よ
り

施
設
団
と
の
協
同

訓
練
の
場
を
通
じ

て
部
隊
防
護
能
力

の
向
上
を
図
り
ま

し
た
。

第
１
ǌ
３
ૈ
ಡ
෸
ಞ
ૅ
ܧ
൥
隊

ා

໌

ණ

ࣞ

務

隊
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タイムレース前の笑顔

防犯資料提供

託児の様子

通信工事

防犯助言

激　走

部隊訓練において
歩哨立哨中の垂門２曹

古賀３曹おかえりなさい！！

自慢の娘

松本３曹

私
の
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
、
自
衛
隊
で
働
い
て

い
る
自
衛
官
で
す
。
毎
朝
、
迷
彩
服
を
着
て
仕
事
に
行

く
姿
は
と
て
も
カ
ッ
コ
イ
イ
で
す
。「
私
も
迷
彩
服
を

着
て
み
た
い
」
と
言
っ
た
ら
「
自
衛
官
に
な
れ
ば
着
ら

れ
る
よ
」
と
お
母
さ
ん
に
言
わ
れ
、
大
き
く
な
っ
た
ら

自
衛
官
も
い
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。「
み
ん
な
の
何

気
な
い
日
常
を

過
ご
せ
る
幸

せ
」
を
守
る
た

め
に
働
く
お
父

さ
ん
と
お
母
さ

ん
、
い
つ
も
あ

り
が
と
う
。
こ

れ
か
ら
も
体
に

気
を
つ
け
て
頑

張
っ
て
ね
。

ɹ
ɹ
ɹ

投
稿
者

第
１
０
３
施
設
器
材
隊
本
部
付
隊

２
等
陸
曹

松
中

睦
己

ご
家
族

家
族
投
稿

★★★★★

★★
★ ★★

職
場
の
ナ
イ
ス
ヒ
ロ
イ
ン

職
場
の
ナ
イ
ス
ヒ
ロ
イ
ン

職
場
の
ナ
イ
ス
ヒ
ロ
イ
ン

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

警

務

隊

小

郡

連

絡

班

基　通　小　郡　派　遣　隊

第

３

６

１

会

計

隊

隊
は
、
12
月
に
実
施
さ
れ
る
西
部
方
面
会
計
隊

持
続
走
競
技
会
に
向
け
４
月
か
ら
練
成
を
開
始
し

ま
し
た
。
昨
年
の
結
果
を
分
析
し
、
今
年
度
の
目

標
を
13
個
部
隊
中
総
合
２
位
に
設
定
し
４
月
か
ら

日
々
、
段
階
的
に
練
成
中
で
す
。

部
隊
対
抗
の
部
で
参
加
す
る
駅
伝
は
５
区
間

中
、
女
性
自
衛
官
及
び
幹
部
自
衛
官
各
１
名
の
選

出
を
必
須
と
す
る
た
め
全
隊
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
各
人
の
目
標
タ
イ
ム

を
設
定
し
、
毎
月
実
施
す
る
タ
イ
ム
レ
ー
ス
の
結

果
で
目
標
タ
イ
ム
の
修
正
及
び
練
習
メ
ニ
ュ
ー
も

変
更
す
る
等
、
目
標
達
成
に
向
け
あ
ら
ゆ
る
努
力

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
熱
中
症
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
７
・
８

月
の
熱
い
時
期
の
走
り
込
み
に
よ
り
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
し
部
隊
が
一
致
団
結
、
目
標
達
成
に
向
け
努
力

し
て
参
り
ま
す
。

隊
は
、
令
和
５
年
６
月
、
駐
屯
地
災
害
対
処
訓
練
に
参
加
し

ま
し
た
。

子
供
を
抱
え
る
隊
員
が
緊
急
登
庁
し
た
際
に
、
駐
屯
地
内
に

子
供
を
託
児
で
き
る
訓
練
に
隊
員
及
び
子
供
を
参
加
さ
せ
る
と

と
も
に
、
災
害
派
遣
活
動
に
従
事
す
る
部
隊
の
た
め
に
内
線
電

話
の
設
置
及
び
通
信
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
訓
練
を
重
ね
て
、
災
害
時
に
お
い
て
部
隊
が
活
動
で

き
る
態
勢
を
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

班
は
、
７
月
24
日

か
ら
８
月
４
日
ま
で

の
間
、「
窃
盗
犯
罪

の
防
止
」「
性
的
犯

罪
の
防
止
」
を
重

視
事
項
と
し
た
夏

季
防
犯
活
動
強
化

旬
間
を
設
定
し
、

防
犯
助
言
及
び
防

犯
資
料
提
供
を
実

施
し
ま
し
た
。

部
隊
が
計
画
す

る
服
務
指
導
施
策

に
協
力
す
る
と
と

も
に
、
部
隊
と
密

接
に
連
携
し
た
防

犯
活
動
を
通
じ
、

隊
員
の
防
犯
意
識

を
高
揚
さ
せ
、
各

種
事
案
発
生
の
未

然
防
止
に
寄
与
し

ま
し
た
。

わ
が
隊
の
ヒ
ロ
イ
ン
は
、
勉
強
熱
心
で
実
直
な
垂

門
２
曹
で
す
。

課
業
中
は
、
文
書
の
整
理
、
通
信
物
品
の
管
理
の

業
務
を
こ
な
し
つ
つ
、
駐
屯
地
の
部
隊
が
電
話
及
び

シ
ス
テ
ム
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
工
事
や
障
害
復
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　に
対
応
し
、
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　業
外
は
、
二
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　の
マ
マ
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　家
事
を
こ
な
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　多
忙
な
毎
日
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　送
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　時
に
は
天
然
キ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ラ
で
我
々
を
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ま
せ
る
癒
し
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヒ
ロ
イ
ン
で
す
。

投
稿
者

第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊

小
郡
派
遣
隊

　
　
　
　
　
　
　陸
曹
長

橋
本

直
美

令
和
５
年
３
月
に
施

設
教
導
隊
（
勝
田
）
か

ら
原
隊
で
あ
る
第
３
０

３
水
際
障
害
中
隊
（
小

郡
）
に
異
動
し
ま
し
た
。

施
設
教
導
隊
で
の
勤
務

は
、
初
め
て
の
全
国
異

動
で
職
場
や
環
境
に
馴

染
め
る
か
不
安
で
し
た

が
、
上
司
、
同
僚
、
後

輩
に
恵
ま
れ
、
不
安
を

解
消
し
勤
務
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

施
設
教
導
隊
で
の
勤
務
で
は
多
く
の
知
識
・
経
験
を
得

る
こ
と
が
で
き
自
分
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、

中
隊
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

投
稿
者

第
３
０
３
水
際
障
害
中
隊

　
　
　
　
　
　
　３
等
陸
曹

古
賀

博
晃

第
１
０
３
施
設
直
接
支
援
大
隊
本
部
付
隊
の
松
本
３
曹

を
紹
介
し
ま
す
。

松
本
３
曹
は
令
和
４
年
度
前
期
に
北
海
道
の
第
７
後
方

支
援
連
隊
（
東
千
歳
）
か
ら
異
動
し
て
き
ま
し
た
。
第
４

係
で
補
給
陸
曹
と
し
て
勤
務
し
、
配
車
・
燃
料
・
通
信
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
業
務
な
が
ら
も
、
真
面
目

な
性
格
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
積
極
的
に
業
務
に
取
り
組
み

日
々
能
力
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
は
趣
味
の
フ
ッ
ト
サ
ル
や
駆
け
足
、
サ
ー
フ
ィ
ン
を

楽
し
み
、
公
私
と
も
に
充
実
し
た
日
々
を
送
り
北
海
道
の

人
と
は
思
え
な
い
程
、

日
焼
け
し
た
顔
が
印
象

的
な
ナ
イ
ス
ガ
イ
で
す
。

特
に
小
型
ト
ラ
ッ
ク

の
整
備
技
術
が
高
い
の
で

パ
ジ
ェ
ロ
の
調
子
悪
い
時

な
ど
遠
慮
な
く
声
を
か

け
て
頂
く
と
幸
い
で
す
。

投
稿
者

第
１
０
３
施
設
直
接
支
援
大
隊
本
部
付
隊

　
　
　
　
　
　
　３
等
陸
曹

上
野

文
和

全
国
異
動
者
の
声

全
国
異
動
者
の
声

全
国
異
動
者
の
声
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絆
で
繋
ご
う
後
輩
へ

（
読
み
終
わ
っ
た
ら
家
族
・
知
人
に
送
ろ
う
）



小郡駐屯地担当

確かな安心を、いつまでも

久留米市本町4-33　明治安田生命久留米本町ビル5F
TEL.（0942）34-7681

稲田 由美 矢野 琴美 浦塚 美加

久留米支社

河北地区防衛協会青年会
会員募集

連絡先:小郡市横隈18３２－６
TEL0942－75－3592（担当 堤）

SNACK

ボビー

〒838-0144 小郡市祇園2丁目6-7

TEL 0942-73-4881 店休日：水曜日

飲み放題2時間
　　  約3,000円
18時～20時は軽食付
  １人　3,500円
 ご利用できます。

5名様～で
3日前までに
　 ご予約ください。

地　域　と　と　も　に
小郡夢ＨＡＮＡＢＩ小郡夢ＨＡＮＡＢＩ
令和５年８月１１日 (金 )

グッジョブおごおりグッジョブおごおり
令和５年７月３０日（日）

新隊員教育隊訓練見学会新隊員教育隊訓練見学会
令和５年６月２１日（水）

航空機体験搭乗航空機体験搭乗
令和５年７月２２日 (土 )

ときわぎ会九州支部総会ときわぎ会九州支部総会
令和５年６月１１日 (日）

小郡市自衛隊協力会総会小郡市自衛隊協力会総会
令和５年７月２５日（火）

す
べ
て
が
未
知
の
世
界
で
、

専
門
的
な
こ
と
は
解
ら
ず
し
て

本
年
度
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
に
な

り
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
と
し
て
参
加
す
る

初
日
、
門
前
に
て
若
き
陸
上
自

衛
官
の
気
迫
あ
る
挨
拶
と
案
内

に
少
々
緊
張
す
る
と
同
時
に
、

閑
静
な
住
宅
街
に
陸
上
自
衛
隊

の
広
大
な
敷
地
が
あ
る
事
に
驚

き
ま
し
た
。
駐
屯
地
に
入
っ
て
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

女
性
自
衛
官
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
性
別
に

関
係
な
く
男
女
が
共
に
活
躍
で
き
る
場
が
広
が
っ
て
い
る

こ
と
に
安
心
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
隊
員
教
育
隊
の
訓
練
見
学
会
に
お
い
て
は
、

隊
員
が
猛
暑
の
中
で
、
自
分
と
国
の
た
め
に
精
一
杯
努
力

し
て
い
る
姿
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

最
後
に
、
自
衛
隊
の
皆
さ
ん
へ
改
め
て
応
援
の
言
葉
を

送
り
た
い
と
同
時
に
、
私
的
な
話
で
す
が
６
年
前
の
朝
倉

豪
雨
災
害
の
際
、
自
衛
隊
の
皆
さ
ん
が
一
生
懸
命
活
動
し

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー

　
　
　
　石
田

俊
司

様

えんじ施設科幹部ＯＢ会（ときわぎ会）九州支部
会員募集

西方管内の３尉以上の退官（予定）者は
どなたでも入会できます！

管内の会員相互の親睦と施設科部隊の支援をしています

入会の連絡はこちら

会員募集
西方管内の３尉以上の退官（予定）者は
どなたでも入会できます！

管内の会員相互の親睦と施設科部隊の支援をしています

入会の連絡はこちら
連絡（取次）先：小郡駐屯地第５施設団本部広報班
ＴＥＬ：０９４２－７２－３１６１（内線：２１８）
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ハイネスホテル久留米
久留米市天神1-6 ☎32-7211




